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表 1 散発事例患者由来 C.jejuniの血清型  

血清型 株数     血清型 株数  
LIO 1 21   LIO 36 7  
LIO 2 9   LIO 49 1  
LIO 4 65   LIO 53 1  
LIO 5 7   TCK 1 1  
LIO 6 1   TCK 12 2  
LIO 7 12   TCK 13 2  
LIO 9 2   TCK26 10  
LIO 10 17   LIO 4/9 3  
LIO 11 11   LIO5/6 1  
LIO 17 4   LIO4/TCK1 13  
LIO 18 4   LIO4/10 1  
LIO 19 1   LIO4/28 1  
LIO 26 2   LIO2/10 1  
LIO 27 2   UT 28  
LIO 28 9      
 計        239  
 

表 2 食肉(鶏肉)由来 C.Jejuniの血清型 

血清型 株数     血清型 株数 

LIO 1 3   LIO 36 1 

LIO 2 3   LIO 49 1 

LIO 4 8   LIO ４/9 1 

LIO 10 3   TCK 12 1 

LIO 11 5   TCK 26 1 

LIO 28 2   UT 10 

        計 39 
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       は じ め に        

 カンピロバクター腸炎(食中毒)は，先進諸国に

おいて最も多く認められる細菌性下痢疾患であり，

その制御が世界的な課題となっている。一方，本

菌の薬剤耐性も，その感染頻度の高さから注目さ

れている。当所では、衛生微生物技術協議会の広

島県内および四国地方の血清型別レファレンスセ

ンターとしてカンピロバクター分離菌株の血清型

別を担当し，血清型および薬剤耐性の把握に努め

ている。そこで，2005年の広島市における散発事

例患者および食肉由来株の血清型と薬剤耐性状況

について報告する。 
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       方 法        

1  菌株 

2005 年に主に広島市立舟入病院から分与され

た散発事例患者由来 Campylobacter jejuni（以下

C.jejuni）菌株 239株および当所で分離した食肉由

来 C.jejuni 39株の計 278株を供試した。供試菌株

は，使用まで-80℃で保存した。 

2  血清型別 

衛生微生物技術協議会のリファレンスセンター

配布抗血清（Lior(LIO)型別および TCK 型別抗血

清）30種類を用い，スライド凝集反応法で行った。 

3  薬剤感受性試験 

6種類の抗生物質（EM, TC, NA, NFLX, OFLX 

CPFX）について， sensi-disc(BD)を用いた一濃度

ディスク法により試験した。 

 

      結 果        

1  血清型 

 2005 年の散発事例患者由来 C.jejuni の血清型

を表 1に示す。LIO4型(28.8％)が最も多く，つい

で LIO1型(9.0％)，LIO10型(7.6％)，LIO7型(5.4％)，

LIO11型(4.9％)，TCK26型(4.6％)などが主要血清

型で，例年分離頻度の高い血清型が主であったが，

2005 年は LIO10 型の増加が認められた。食肉由

来 C.jejuniの血清型を表 2に示す。食肉由来では

LIO4型が 8株(20.4％)と最も多く，ついで LIO11

型が 5株(12.8％)みられた。LIO10型は 3株みら

れた。   
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表 3 散発事例患者由来 C.jejuni の          

薬剤耐性パターン 

耐性パターン 株数 ％  

 TC   31 13.7  
 NA   1 0.5  
 NFLX/OFLX/CPFX   2 0.9  
 NFLX/OFLX/CPFX/NA   26 11.5  

 NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC   48 21.2  
 感受性  118 52.2  

計 226 100  
 

 
表 4 食肉（鶏肉）由来 C.jejuni の       

薬剤耐性パターン 

耐性パターン 株数 ％  

 EM   1 2.6  
 TC   9 23.1  

 NA/TC   1 2.6  
 NFLX/NA/TC   2 5.1  

 NFLX/OFLX/CPFX/NA   5 12.8  
 NFLX/OFLX/CPFX/TC  1 2.6  
 NFLX/OFLXCPFX/NA/EM  1 2.6  

 NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC  8 20.5  
 感受性  11 28.1  

計 39 100  
 

2   薬剤耐性 

 散発事例患者由来 C.jejuniの薬剤耐性パターン

を表 3に示した。TC単剤耐性が 31株(13.7％)と

例年どおり多かった。一方，フルオロキノロン系

3 薬剤に NA，TC が加わった 5 剤耐性が 48 株

(21.2％)，NA を加えた 4 剤耐性が 26 株(11.5％)

と多く分離された。 

食肉由来 C.jejuniの薬剤耐性パターンを表 4に示

した。フルオロキノロン系 3 薬剤に NA および

                               表5   2005年散発事例由来C.jejuni血清型別薬剤耐性パターン
 

耐性パターン LIO 1 LIO 2 LIO 4 LIO 5 LIO 6 LIO 7 LIO 9 LIO 10 LIO 11 LIO 18 LIO 17 LIO 19 LIO 26 LIO 27 LIO 28

TC 5  2 1 2 1 6
NA   1
EM/TC   
NFLX/OFLX/CPFX 1 1
NFLX/OFLX/CPFX/NA  8 4 4 1 3 1 1 1
NFLX/OFLX/CPFX/TC 1 0
NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 14 32 1 2 1 2 1 1
感受性  9 21 2 1 8 1 14 5 3 1 2 2
計 21 9 65 7 1 12 2 17 11 4 4 1 2 2 9
表5(つづき）  
耐性パターン LIO 36 LIO 49 LIO 53 TCK 1 TCK 12 TCK 13 TCK 26 UT LIO4/9 LIO4/TCK1 LIO4/10 LIO4/28 LIO5/6 LIO2/10 計

TC 6 1 1 3 1 29
NA 1 2
EM/TC 1 1
NFLX/OFLX/CPFX 2
NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 3 26
NFLX/OFLX/CPFX/TC 1
NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 1 5 2 1 63
感受性 1 1 1 1 1 9 16 1 1  1 102

                    表6   2005年食品由来C.jejuni血清型別薬剤耐性パターン

LIO1 LIO2 LIO4 LIO10 LIO11 LIO28 LIO36 LIO49 LIO4/9 TCK12 TCK26 UT 計
EM 1  1
TC 3 1 2 1  1 1 9
NA/TC 1  1

NFLX/NA/TC  2 2

NFLX/OFLX/CPFX/NA 4  1 5

NFLX/OFLX/CPFX/TC  1 1

NFLX/OFLX/CPFX/NA/EM           1 1

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 3 2 1  2 8

感受性   1 2 2 2 1    3 11
計 3 3 8 3 5 2 1 1 1 1 1 10 39

耐性パターン
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TCが加わった 5剤耐性が 8株(20.5％)と最も多く

みられた。 

このように散発事例患者由来および食肉由来

の C.jejuniともキノロン系薬剤に対して高い耐性

を獲得してきており，しかも多剤耐性の傾向がみ

られることから，今後の動向には注視していく必

要がある。 

散発事例由来 C.jejuniの血清型別の薬剤耐性結

果を表 5 に示した。LIO4 は，フルオロキノロン

系 3薬剤に NAおよび TCが加わった 5剤耐性が

32株(40.9％)，NAを加えた 4剤耐性が 8株(12.3％)

と多く分離される傾向がみられた。 

LIO1 も，フルオロキノロン系 3 薬剤に NA お

よび TCが加わった 5剤耐性が 14株(66.6％)と多

く分離された｡ 

一方，今回増加した LIO10 は，フルオロキノ

ロン系 3薬剤に NA，TCが加わった 5剤耐性は 2

株(11.8％)，NA を加えた 4 剤耐性が 1 株(5.9％)

分離されたが，感受性株が 14株(82.3％)と大半を

占めた。LIO11 は TC単独耐性が 2 株(18.2％)，

フルオロキノロン系 3剤に NAが加わった 4剤耐

性が 3株(27.3％)，フルオロキノン系 3剤に NA，

TCが加わった 5剤耐性が 1株(9.1％)分離された｡ 

TCK26は TC単剤耐性が 1株(10％)分離された｡ 

食肉由来 C.jejuniの血清型別の薬剤耐性を表 6に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示した。LIO1は分離された 3株(100％)ともフル

オロキノロン系 3 薬剤に NA，TC が加わった 5

剤耐性株であった。LIO4 は，TC 単剤耐性が 1

株(12.5％)，フルオロキノロン系 3 薬剤に NA，

TCが加わった 5剤耐性が 2株(25％)，NAを加え

た 4剤耐性が 4株(50％)みられた。LIO11は，TC

単剤耐性が 2 株（40％），NA・TC2 剤耐性が 1

株（20％）分離された。 

以上の結果から，散発事例由来 C.jejuniのフル

オロキノロン系 3 剤および NA,TC の 5 剤耐性株

の多くは LIO4，LIO1型菌が耐性化していること，

およびその耐性パターンを示す C.jejuniが鶏肉由

来の同一血清型菌にもみられることが認められ

た。 
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